令和６年度
敬老事業実施のお願い
令和６年度【敬老事業】の実施について
１．敬 老 事 業 の 概 要
自治会を中心とした敬老事業実行委員会は、敬老事業を実施することで、
８０歳以上の方の人数×２，０００円の補助金の請求ができます。
なお、今年度につきましても、祝賀会や旅行等については、感染状況によって、各実行委員会等でのご判断をお願いいたします。
事業の趣旨から、金券(商品券等)および現金の配付はご遠慮いただきたいと思います。ただし、令和４年度より小山市共通商品券のみ敬老事業の対象となりました。詳細につきましては、同封いたします「令和６年度小山市共通商品券についてのお知らせ」をご確認ください。

参考記念品配布の事例紹介
	記念品の例
	〇お赤飯、お寿司、紅白饅頭、焼き菓子、和菓子、カステラ、
お茶、健康茶、コーヒー、梨、ぶどう、お米、ごま油、海苔、はとむぎふりかけ　などの食品
〇洗剤、消毒液、マスク、タオル、ティッシュ　などの衛生用品
〇簡易ラジオ、懐中電灯、乾パン　などの防災用品
〇カタログギフト、靴下、ひざ掛け、入浴剤　他


※ここで挙げた事例は、過年度の報告から抜粋したものです。
２．対 象 者 （８０歳以上の方）
令和６年４月１日現在小山市に住んでおり、令和７年４月１日までに
８０歳以上になられる方（＝昭和２０年４月１日以前生まれの方）が対象です。
＊名簿の年齢７９歳の方は、本年度８０歳になる方であり、対象者です。
＊誕生日を迎えて７９歳になる方は対象外ですのでご注意ください。

３．８０歳以上対象者の名簿
令和５年度敬老事業実施報告において、自治会より提出された名簿の内容を反映して、令和６年度敬老事業対象者名簿を作成いたしました。備考欄の「★」印については、貴自治会の令和５年度敬老事業補助金申請において、対象外となった方です。
また、この名簿は、４月１日を基準として作成しています。申請書提出時までには対象者が変動することもあります。以下のことにご注意ください。
○　名簿に名前が記載されていても、申請書提出時までに転出（小山市以外に住所を移した）した場合は請求することができません。

○　死亡については、申請書提出時にご健在で提出後にお亡くなりになった場合は、補助金返納の必要はありません。
○　２つの自治会で対象者の重複請求があった場合は、どちらか一方の自治会での対象となります。重複請求が判明した場合は、各自治会に連絡させていただき調整をお願いする場合があります。調整の結果、申請内容に変更が生じた場合には、申請書の修正、または、変更届のご提出をお願いいたします。
○　施設等に住所を移している方につきましては、過年度追加記入があった方を除き、名簿に記載をしておりません。そのような方を自治会の敬老事業の対象とする場合は、お手数ですが手書きで追加記入をお願いします。
○　施設等に入所中の方から参加希望の連絡がありましたら、ご対応くださいますようお願いいたします。
〇　一部自治会において、対象地域の修正をした自治会がございます。対象者をよくご確認ください。
４．名簿の訂正・修正のお願い
新規対象者及び転入者は、住民票上の住所から自治会を割り振りましたが、実際の自治会と異なる場合がございます。

お手数をおかけいたしますが、名簿の訂正・修正をお願いいたします。

○　敬老事業の対象とならない方につきましては、二重線で消し、名簿の余白に訂正理由を記入してください。
○　敬老事業の対象となるが名簿に名前が記載されていない方や４月１日以降に転入された方につきましては、お手数でも手書きで追加記入をお願いいたします。


敬 老 事 業 補 助 金 請 求 手 順


　　　　　　                                                                 
○　敬老事業実施期間　2024.6.1～2025.1.31

○　提出は、小山市高齢生きがい課または各出張所窓口へ。
〇　申請書のご提出後、申請内容に変更が生じた場合には、申請書の修正、または、変更届のご提出をお願いいたします。
次の６種類の用紙に記入・確認後、提出をお願いいたします。


＊ 個人口座へのお振込はできません。

敬老事業実行委員会の口座（又は自治会の口座）を使用してください。


○　申請後、手続き終了次第、交付決定通知書をお送りいたします。
○　通帳の振込人記名が「ｵﾔﾏｼｹｲﾛｳｼﾞｷﾞ」となります。

○　提出期限を過ぎた場合でも令和７年１月３１日まで受付しますが、対象者が重複していた場合には返金をお願いしたり、振込までにお時間をいただくことがございますので、期日までの申請にご協力をお願いいたします。
※申請書の提出締切日と補助金の振込日は以下のとおりです。
	
	敬老事業補助金申込〆切日
	敬老事業補助金振込予定日

	第一回
	令和６年６月１９日（水）
	令和６年７月５日（金）

	第二回
	令和６年７月１２日（金）
	令和６年７月２６日（金）


※上記の締切日以降の申請につきましては、振込は随時となりますのでご了承ください。


次の３種類の用紙に記入後、提出をお願いいたします。
○　敬老事業実施後1ヶ月以内に提出をお願いします。
○　提出は、高齢生きがい課または各出張所窓口へ。
〇　②事業収支決算書には、領収書（コピー可）を添付していただきますようお願いいたします。（記念品として「敬老事業用小山市共通商品券」をご利用された場合には、領収書の添付は不要です。）
〇　「敬老事業用小山市共通商品券」以外の金券につきましては、補助金内でのご購入はご遠慮ください。

〇　③名簿には、敬老会(敬老事業)に実際に出席(参加)された方、または記念品をお渡しした方のお名前に○印をつけてください。個人情報保護の点から、必ず原本でご返却ください。
〇　補助金を使い切らなかった場合には、余剰分を返還していただきますので、ご留意ください。
〇　申請時と実績報告の人数が合わない際には、ご確認をさせていただきます。実績報告の人数が申請時の人数を下回る際には、返還していただく場合がありますのでご承知おきください。
※領収書の添付の仕方について
　大変お手数ですが、下記のように添付していただけますと幸いです。

同封されている支出区分（借上料・謝礼・食糧費・記念品代・消耗品代・雑費）が記載された紙に領収書をはりつける。

もしくは…領収書に支出区分を記載する。

１．実行委員会で計画をし、補助金交付申請書の手続きをしてください





②事業実施計画書


事業内容説明





④口座振込金融機関届


銀行名・口座番号・名義





⑤名簿


修正・訂正後のもの





③収支予算書


収入・支出





⑥委任状


※代表印は　個人の印





①補助金交付申請書


様式第1号（第4条関係）





※ご注意　⑥委任状について


敬老事業補助金交付申請代表者名（自治会長・連合会長等）と�振込口座名義の代表者名が同一であっても、振込口座に申請団体名(自治会名・連合会名等)が入らない場合は、⑥委任状の提出が必要となりますので、忘れずに提出してください。





してください。





２．補助金の振込の確認をしてください





※ご注意　申請書の提出締切日について


上記の「申請書の提出締切日」までに、高齢生きがい課に書類が届くように提出してください。出張所窓口に提出した場合は、高齢生きがい課に届くまで２～３日かかることがありますので、早めに申請をお願いいたします。








３．事業終了後に実施報告書を提出してください





③名簿


参加者名簿に○をつけたもの





②事業収支決算書


領収書を添付してください





①実施報告書


様式第３号（第６条関係）





食糧費





消耗品代

















領収書





領収書　　　　





○○　　　　　　△円


○○　　　　　　△円





食料費や記念品代　等の


支出区分を記載
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